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（様式第４号）      真田地域協議会 会議概要 

１ 審議会名  真田地域協議会  

２ 日  時  平成 31年 3月 19日（火） 午後 2時 00分から午後 4時 00分まで 

３ 会  場  真田地域自治センター3階 講堂 

４ 出 席 者  荒木克子委員、金子幸恵委員、木島徳行委員、倉嶌幸雄委員、小島恵美子委員、 

下条明敏委員、高寺由美子委員、中川ひろ子委員、長崎理恵子委員、半田令子委員、

堀内紳一郎委員、堀内節子委員、松本規男委員、皆川克彦委員、宮島国彦委員、 

横林岳委員 

５ 市側出席者 山宮センター長、塚田地域振興課長、堀内市民サービス課長 

桜井産業観光課長、宮沢建設課長、宮崎教育事務所長、瓶子真田消防署長 

宮崎地域振興課地域政策担当係長、春原主査、望月主任、高木主査 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・ 一部公開 ・ 非公開 

７ 傍聴者 0人   記者 0 

８ 会議概要作成年月日   平成 31年 4月  日 

協 議 事 項 等 

会議次第 

 

１ 開会 

２ 会長あいさつ 

３ センター長あいさつ 

４ 協議事項 

（１）わがまち魅力アップ応援事業 実績報告及び計画発表 

～事務局から日程等について説明～ 

・意見質問なし 

   ・継続事業 9 件について実績報告及び計画発表 

   №1「トップアスリートと生涯スポーツ 講演会 in 真田」 

   ・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・以下、質疑内容 

   ・意見質問なし 

    

№2「ＲＵＮ ＆ トレッキング ＩＮ真田」 

   ・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・以下、質疑内容 

（委員）コースはふるさと公園の駐車場からすぐ降りてきてしまい中は通らないのか。 

（申込者）橋が危ないとのことで、中は通っていない。 

（委員）ぜひ、ふるさと公園も活用してもらいたい。応援している。 

 

№3「古道・大笹街道の道標と大明神茶屋跡地保存整備事業」 

・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・意見質問なし 

 

№4「真田おもてなし事業」 

   ・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・意見質問なし 
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№5「菅平高原でお宝発見！～生き物探索ゲームによる地域理解と観光誘客～」 

・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・以下、質疑内容 

（会長）筑波大学の先生の講演を聞いた時にこの事業の紹介をしていたが、まだ今一つだと言って

いた。どんなところを改善したいと考えているのか。 

（申込者）今は購入した 5 台のタブレットで見ることができるが、もう少し通信環境を確立すると

携帯からも見られるようになる。一般からの電波で通信障害が起こるのではないかという心配も

あるので、そういった所を改善したい。 

 

№6「真田三代新年祝賀祭」 

   ・申込者から実績報告 

   ・意見質問なし 

 

№7「石舟地域の歴史遺産を活用した住民交流活性化事業」 

   ・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・以下、質疑内容 

（会長）講師を呼んで講演会を開くが、対象は石舟自治会の人だけなのか。 

（申込者）真田図書館が主催する真田塾と共催という形で、午後は中央公民館で誰でも参加できる

講演会を開催し、夕方から石舟自治会で講演会を行う予定。 

（会長）石舟自治会で行う時はどのくらい集まるのか。 

（申込者）昨年は 35 人。今年、50 人ぐらいは集めたい。 

 

№8「さなだ地域みんなつながる project」 

   ・申込者から実績報告 

・以下、質疑内容 

（会長）イベントを開催した時の人集めはどんなところが大変だったか。 

（申込者）あまり今年に関して大変さは感じなかったが、周りの人をいかに巻き込むかという点だ

と思う。チラシに関しては保育園・幼稚園などに配布させていただいた。 

（会長）多くの方が参加できるように工夫をお願いしたい。 

 

№9「酒米作って戸沢活性化プロジェクト」 

   ・申込者から実績報告及び翌年度の計画発表 

・以下、質疑内容 

（会長）上田ケーブルビジョンで酒米作りの一連の放映をしていた。会員だけでなく近所のおじい

ちゃん、おばあちゃんも来て手伝っていた。良い取り組みだと思う。 

（申込者）今年に関しては上田ケーブルビジョンさんが酒米作りに 1 年通して取材に入り、手伝い

もしてもらった。90 歳以上の方にも稲刈りの手伝いをしてもらったが、それを指導していたの

が 10 歳以下の子どもだったという姿も見られた。 

   （委員）流れについてだが、作った酒米を酒造会社に渡しているのか。 

   （申込者）販売です。 

   （委員）酒米を販売してお酒の中に戸沢産というのを入れてもらうのに、お金はかからないのか。 

   （申込者）それは大丈夫です。酒造会社としても商品として付加価値があるとお客さんが手に取り

やすい。酒造会社としてもプラスであり地域が活性化することが大事だと言われている。 
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 （２）平成 31 年 4 月の地域協議会日程について 

   ・平成 31 年 4 月 23 日（火）午後 7 時から開催することに決定 

  

５ その他 

（１）委員の交代について 

   ・退任する 6 人の委員の紹介と退任委員からのあいさつ 

６ 閉会 

 

 


